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Spitzer Bubble は、8µmでトレースされる半径数 pcのリング構造とその内部を満たす電離ガスから成る天体
であり、銀河面に約 600 個リストされている (Churchwell et al. 2009)。このリングは OB型星の紫外線放射に
よる電離ガスの膨張によって形成され、さらにその圧縮により周囲の星形成が誘発されていると理解されてきた
(Deharveng et al. 2010)。しかしながら近年、Torii et al. 2015による Spitzer Bubble RCW 120の観測的研究な
どから、リングの形成及び領域内の星形成をよりよく説明するメカニズムとして分子雲衝突が提案されている。
今回我々は、RCW 120 と類似した半径 2–3 pcのリング構造と O8.5-9 Vの励起星 (Liu et al. 2016 他) によ

る電離領域を持つ Spitzer Bubble N4に着目した。FUGINデータと JCMTから得られた 12CO, 13CO, C18O の
J = 1–0及び 3–2輝線のデータの解析を行った結果、リングを構成する∼ 3 km s−1の視線速度差を持った 2つの
分子雲を同定した。輝線強度比 12CO(J = 3–2)/12CO(J = 1–0) がともに周囲よりも高い (∼ 0.8) ことから、こ
れらは電離領域からの紫外線の影響で加熱されていると考えられる。また、2 つの分子雲は、分子雲衝突天体の
典型的なシグネチャーである、相補的な空間分布、及び位置–速度図上での V 字構造を示すことがわかった。衝
突を仮定した場合の衝突のタイムスケールは∼ 1 Myrと見積もられ、電離領域の年齢と大きく矛盾しない。以上
の結果を踏まえて、本講演では N4において二つの分子雲が衝突することで分子雲のリング構造及び大質量星が
形成された可能性を、他の Spitzer Bubbleの観測結果と比較しながら議論する。


